
日本ライトハウス情報文化センターにおけるデイジー図書の事例発表

視覚障害等児童･生徒の

就学、進学、就労支援のための

マルチメディアデイジー図書の製作・提供
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2023.10.28日本障害者リハビリテーション協会

「デジタル図書(マルチメディアDAISY図書)報告会・体験会」

日本ライトハウス情報文化センター

副館長・製作部長 久保田 文

https://www.lighthouse.or.jp/iccb/

当センターのマルチメディアデイジー
製作・提供事業

2008年から開始：

中学２年のディスレクシアの生徒の親からの依頼で、歴史

の教科書をマルチメディアデイジー化したのがきっかけ

■教科書

２０２３年３月末現在の累計：小学校８４タイトル、中学校７タイトル、

高等学校７１タイトル（部分的な製作）

■児童書、一般書

２０２３年１０月現在 １８０タイトル

当センターのダウンロードサービスおよび「サピエ図書館」から提供
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当センター「マルチメディアデイジーダウンロードサービス」
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サピエ図書館



視覚障害児童・生徒も読める
学びと社会参加のための図書を

・小学生から大学生までを対象にした、学びと社会参加の
ための本
絵本、読み物

言葉の本、古典のテスト対策、趣味の本

就職活動の本、仕事の本、社会参加のための本、時事的な本

留学、進学の本 etc...

・毎年１０タイトル前後 製作・提供

写真、図、表などの視覚的資料の説明も付与

肉声と合成音声の両方を活用
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当センターのダウンロードサービス、ならびに

「サピエ図書館」は、

目の見えない・見えにくい方、

文字や文章の認識が困難な方、

身体障害などで本を持ったり、めくったり、

目で文字を追うことが困難な方は、

どなたでも利用できます。

１人でも多くの方にご利用いただけるよう、

どうぞ、周りの方にもご紹介ください。


